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で くりひろげられる非線形力学現象であるといってよいだろう｡ 1)出来る限 り簡単にして しかも本
質を捉えているモデルを考案 し､その力学的性質を調べあげることにより複雑な神経回路の働 き
の解明にせまることが出来たらと考えるのは､極めて自然な発想であると思われる｡ この意味で
ⅠIopfield型神経回路網モデルを非対称 シナプス結合に拡張 した ものは､モデル自身が単純化 され
ているという点で (統計)物理学研究者には魅力的でなじみ易いモデルということができるかもし
れない｡ しか しこのモデルは､後で述べる様に必ず しも簡単でない力学的挙動を示 し得る場合を
内蔵 しており､興味ある間原点を捉起 し得るものであることに注意 したい｡ すなわちそれは､非対




































は､興奮性か抑制性のどちらかにあらか じめ決められている｣ というもので､以前 Slinomotoll)
により取 り上げられ議論 されたものであるが､ここではFukai12)がセパラプルな形に変形 した もの











と表されることがわかるO ここで m(V),fL- 1,･･･,pは通常のパター ンオーバーラップ m(p)≡
去∑`d†'S.であり､m(0,は Dale仮説導入のたよの識別子 (扇 の生成するバト ンとのオーバー
ラップm(0)≡去∑.17iSiであるとした｡
§4.熱力学極限 〝- ∞ とオーバーラップの時間発展方程式
今､間借diが各ニューロンで背同t3であるとすると(d.･-d)､状態更新の確率ルールにあらわ
れる局所場 Ht･(i)はニューロンSiカ咽 っているp個のパターンか ),〟-1,-･,pのみで決ってしま

















中間のβの値で (4)式がどの様に振舞 うかをみるために､2個のパターンの場合 (p-2)を
考えることとし､i)k-0,d≠0(Markov)､i)k≠0,a-0(非 Markov)の二つの場合について
数値 シミューレーションを行 って調べてみると､‡AI.J re等のパラメターを適当に選んだとき､β






計算で.き､フラクタルア トラクタ-の相関次元 dGの目安 とすることができる｡(4)式のような差





























入1-0.17,人2--2.13,人｡ニ 5ー･46であり､従 ってdLだ1･08である｡d<0の下での re>圭とい
う興奮性ニューロン優位の場合に生 じるカオスの例である｡
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本研究では Dale仮説をシナプス結合に取 り入れたモデルを採用 したのであるが､少数個の埋





ラメタ-空間の中で どの程度広い領域がカオスを生 じせ しめるのか等の問題について調べること
は重要な課題 となるであろう｡ 特に抑制性ニューロンの割合 (1-re)と閉値 dとの関連において､
抑制作用の働 き｢がカオスの生成にどのような役割を果た しているのか見 ることは興味深いことで
ある｡ またここではLittleダイナ ミクスを仮定 してパターン数が 2の場合を扱 ったが､多数のパ
ターンが埋め込まれている場合 (p/N有限の場合 も含む)､さらに同期的なLittleダイナミクス
を連続時間のGlauberダイナ ミクスに置き換えた場合にどのような振舞いが見 られるか も興味あ
る問題であり､現在調べているところである｡
生体の神経回路網で生ずるある種の リズムパター ンの乱れに対応 した病理現象に本研究のよう
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